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本研究は耳石器 - 下前庭神経の簡便な機能評価として有用性が提唱されて いる前庭性

頚筋電位 (v e stib ula r E v ok ed M y o ge ni c P ote ntial : V E M P) の動物モデルの件製を試みたも

のである｡

V E M P は音刺激によ っ て誘発される前庭頚筋反射を胸鎖乳突筋の筋電図として測定

するもので ､ その起源として耳石器, 特に球形嚢が提唱されて いるが ､ 正確な起源､ 経

路に つ いてはまだ議論の余地が残されて いる｡ 動物において音刺激に対する誘発電位を

頚部で測定できれば非常に有用であると考えられるが､ 現在のところ確立された動物モ

デルは存在しない
｡

本研究では球形嚢の求心線雑がクリック音刺激に反応するこ とが報告されて いるモル

モ ッ トを用い ､ 音刺激に対して頚部に誘発される電位の測定を試みて以下の結果を得た｡

1) モ ルモ ッ トの稚前筋上 および脊髄硬膜外に おいて , ヒ トの V E M P 測定時と同じ条件

のクリ ック音刺激に対し､ 頂点潜時6 - 8 m s の再現性の ある陰性波 (N P) を認めた. 頚

部誘発電位 N P は内耳から脊髄を下降する電位であると考えられた｡

2) N P の闇値は聴覚系誘発反応であるA B R 閥値上約 恥 … 1 α泊B Sf L であり､ これはヒ

トの V E M P の閉値と共通の特徴であっ た ｡

3) 薬理学的選択的蝿牛破壊モデルにおける測定で は N P は正常モ ルモ ッ トと同様の潜

時にて測定された
一

方､ 薬理学的選択的前庭破壊モ デルにでは N P は測定されなか っ た｡

この結果より N P は蝿牛以外, すなわち前庭由来であると考えられた｡

4) 外科的選択的前庭神経切断により N P ぱ肖失した｡ これは N P が前庭神経を経由す

るという可能性を強く示唆して いた ｡

以上 ､ モ ルモ ッ トの頚部において強大なクリック音により誘発される電位N P はモ ル

モ ッ トの前庭脊髄反射を反映するもの と考えられ , これまで確立されたものがない

V E M P の動物モデルとしての有用性が期待される｡ 本研究はヒトの V E M P の起源､ 経

路の解明に重要な貢献をなすと考えられ､ 学位の授与に侵するものと考えられる｡




